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nは 4以上の整数であり，x，y，zはすべて正の整数であるとする．

(1) 1 ≦ r < nをみたす整数 rに対して，

nCr = n−1Cr + n−1Cr−1

および
n+1Cr+1 =

n∑
k=r

kCr

が成り立つことを示せ．

(2) 空間の点 (x, y, z)で，
x+ y + z < n

をみたすものの個数を nを用いて表せ．

(3) 空間の点 (x, y, z)で，

x+ y + z = 3n かつ x < y < z

をみたすものの個数を nを用いて表せ．


